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 夏休みも終わり賑やかな学童が戻って来ました。休み中、利用がなかった子ども達か

らは「久しぶり～」など声をかけられ、元気に学校から帰って来る姿に嬉しく思いまし

た。夏休み中の学童は園の行事のジャガイモ堀りやカレーパーティーに参加をさせても

らったり、暑い日にはブルーシートで自作のプールを作り、水遊びを楽しみました。ク

ッキングに意欲がある子どもは、クッキーやポテトチップス、味噌汁などを作り、時に

は学童のかき氷屋さんをオープンさせて、園児や先生方にご馳走していました。まだま

だクッキングでは作りたい物が沢山ありましたが、出来なかった事は秋休みや冬休み中

のお楽しみだねと子ども達と話をしました。 

 園庭や小川、田んぼ横に流れる堰には沢山の生き物がいます。休み中の子ども達は夢

中になって追いかけ捕まえていました。バケツに沢山のカエル、カナヘビやニホントカ

ゲを捕まえ学童の部屋の園庭につながる出入り口に置かれていました。自分が捕まえた 

生き物達には愛着があり、興味深く見ていましたが、捕まえる事で満足し、暑い中放置

している子ども達に疑問を感じ聞いてみると、学童で飼いたいという意見が出ました。

生き物を飼うという事は命を預かる事なので責任を持って関わらなければいけない事

や、学童が休みの日などは誰が面倒を見るのか。様々な問題がでてきました。しかし 

子ども達は担当を決め、トカゲが住みやすい環境を整え、餌探しも頑張っていました。

最後には、休みの日誰も面倒を見ることが出来ずトカゲやカエルは園庭や堰など、もと

いた場所に返されましたが、命を大切にするという事を考えるいい機会になったと思い

ます。 

三年生の子ども達が筒や大きな紙を利用して家を作りお弁当や

おやつを食べくつろいでいました。それを見て一年生も作り始め 

楽しんでいます。狭くても自ら作った大切な場所でした。 
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